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日
頃
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
今
年
11
月

で
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
20
年
、
長
野
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
成
功
と
大
会
終
了
後
の
長
野
の
活
性
化
を
、

企
業
経
営
者
の
集
ま
り
な
ら
で
は
の
視
点
と
行
動
で
支
援
し

よ
う
と
、
数
々
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

20
年
と
い
え
ば
人
間
で
い
え
ば
成
人
で
す
が
、
設
立
年
の

松
本
空
港
開
港
、
松
本
オ
ウ
ム
サ
リ
ン
事
件
、
翌
年
の
１
ド

ル
79
円
75
銭
と
い
う
超
円
高
に
よ
る
不
況
の
長
期
化
等
、
激

変
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
成
人
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
経
済
的
に

は
ず
っ
と
デ
フ
レ
状
況
が
続
き
、
い
か
に
脱
却
す
る
か
が
大

き
な
課
題
で
し
た
が
、
昨
年
来
、
所
謂
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
」
に
よ
り
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
ま
し
た
。

来
年
の
新
幹
線
北
陸
延
伸
、
善
光
寺
御
開
帳
は
も
ち
ろ
ん
、

富
岡
製
糸
場
の
世
界
遺
産
決
定
、
２
０
１
６
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
決
定
な
ど
、“
観
光
母
都
市
な
が
の
”

を
基
軸
と
す
る
活
動
の
新
た
な
可
能
性
を
期
待
さ
せ
る
要
素

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
自
体
の
収
支
面
に
お
い
て
は
、
赤

字
体
質
を
脱
却
し
て
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
20
歳
を
迎
え
、
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
・
ご
支
援
、
な
ら
び
に

会
員
増
強
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
活
動
方
針
】

　

昨
年
度
は
、
長
野
を
“
観
光
母
都
市
”
と
位
置
づ
け
て
活

動
の
基
軸
と
し
、“
観
光
母
都
市
な
が
の
”
部
会
の
会
員
間

や
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
会
員
間
の
会
合
を
重
ね
る
中
、
多
様
多
岐
に

わ
た
る
具
体
的
活
動
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
長
野

を
起
点
と
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
新
開
発
、
食
の
魅
力
開

発
、季
節
の
魅
力
発
掘
、そ
し
て
、Ｊ
Ｒ
長
野
駅
新
幹
線
ホ
ー
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６
月
12
日
（
木
）、
第
20
回
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
定
時
総
会
が
ホ
テ
ル
国
際
21
に
て
会
員
97
名
の

う
ち
87
名
（
う
ち
委
任
状
41
）
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

規
定
に
従
い
、
市
川
理
事
長
を
議
長
に
、
清
水
理
事
、
愛
甲
会
員
を
議
事
録
署
名
人
に

選
任
後
、
平
成
25
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
な
ら
び
に
平
成
26
年
度
の
事
業
・
予
算
計
画

が
岩
野
事
務
局
長
よ
り
上
程
さ
れ
、
各
議
案
と
も
出
席
者
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

確
実
に
回
復
軌
道
に
乗
っ
た
と
見
え
る
景
気
動
向
を
受
け
、
長
野
県
の
経
済
に
も
よ
う

や
く
明
る
さ
が
垣
間
見
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
設
立
か
ら
20
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
る
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
、
来
春
に
迫
っ
た
長
野
新
幹
線
金
沢
延
伸
や
善
光

寺
御
開
帳
に
焦
点
を
定
め
つ
つ
、
そ
の
後
に
続
い
て
い
く
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
持
続

的
な
活
性
化
に
向
け
、
本
年
度
も
“
観
光
母
都
市
な
が
の
”
を
活
動
の
基
軸
と
し
、
よ
り

具
体
的
な
施
策
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
。
長
野
市
長
、
長
野
商
工
会
議
所
会
頭
・

副
会
頭
が
、
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
会
員
よ
り
誕
生
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
行
政
や

各
団
体
と
の
連
携
、
交
流
を
よ
り
深
め
な
が
ら
、
設
立
以
来
の
持
ち
味
で
あ
る
ユ
ニ
ー
ク

で
行
動
力
に
富
ん
だ
活
動
を
進
め
、「
動
く
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
」
の
存
在
感
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　

議
事
に
続
き
、
茶
臼
山
自
然
植
物
園
の
再
生
事
業
を
は
じ
め
長
野
市
内
の
植
物
園
、
公

園
等
の
植
栽
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
“
緑
育
”
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
園

芸
研
究
家
・
矢
澤
秀
成
氏
の
講
演
会
を
開
催
。
市
民
が
関
わ
っ
て
進
め
る
植
物
園
再
生
や
、

人
と
植
物
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
数
々
が
、
一
般
来
場
者
も
含
む
２
０
０
名
以

上
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
講
演
後
は
矢
澤
氏
を
囲
み
、
な
ご
や
か
な
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

※
講
演
内
容
を
抜
粋
し
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
載
録
し
て
い
ま
す
。

第20回 ＮＵＰＲＩ
定時総会開催

　

市
川
理
事
長 

挨
拶
骨
子

　

平
成
26
年
度
事
業
計
画

設
立
20
年
の
記
念
年
度
。

各
団
体
と
の
連
携
、
交
流
を
深
め

「
動
く
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
」
の
存
在
感
向
上
へ
。
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ム
で
の
「
信
濃
の
国
」
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
放
送
、

２
０
１
５
年
善
光
寺
御
開
帳
に
向
け
た
施
策
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
焦
点
を
定
め
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、“
観
光
母
都
市
な
が
の
”
部
会
と
の
連
携

の
中
で
、「
こ
こ
掘
れ
！
調
査
隊
」「
門
前
ま
ち
花
遊

歩
」
等
、
イ
ベ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す
と

と
も
に
、「
な
が
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行

委
員
会
」
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
深

め
、「
お
も
て
な
し
」
の
気
持
ち
を
育
む
教
育
・
情

宣
活
動
に
本
格
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
観
光
振

興
の
前
提
と
な
る
地
域
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
研
究
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
わ
い
が
や
サ
ロ
ン
活
動
」、「
採
れ
た
て

野
菜
市
」、「
り
ん
ご
の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
の
継
続

や
、Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
応
援
、２
０
２
４
年
ユ
ー

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
の
誘
致
活
動
、
信
越
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
応
援
活
動
等
の
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活

動
」
に
も
全
会
で
取
り
組
み
、「
厚
み
を
増
し
た
Ｎ

Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
活
動
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
は
収
支
・
財
務
基
盤
の

充
実
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
会
員
増
強
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
地
域
の
企
業
経
営
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
平
成
26
年
度 

部
会
・

　
　
　
　
　

活
動
部
会
の
事
業
計
画
】

⑴
基
本
方
針

〈
発
表
／
夏
目
副
部
会
長
〉

　

�　

昨
年
度
提
示
さ
れ
た
具
体
的
活
動
作
の
中
か

ら
、
滞
在
型
観
光
を
目
指
し
、
①
広
域
観
光
ル
ー

ト
の
新
開
発
、
②
食
の
魅
力
開
発
、
③
季
節
の

魅
力
発
掘
、
④
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

へ
の
協
力
、
⑤
Ｊ
Ｒ
長
野
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
で

の
「
信
濃
の
国
」
の
放
送
、
⑥
来
年
の
善
光
寺

御
開
帳
に
向
け
た
魅
力
あ
る
施
策
の
６
項
目
に

焦
点
を
定
め
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

①
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
新
開
発

　
　

�　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
旅
行
者
動
向
調
査
結
果
に
よ
る

「
長
野
の
魅
力
は
善
光
寺
と
春
夏
秋
冬
の
“
自

然
”」
を
受
け
、
来
春
は
北
信
濃
の
花
、
残
雪

の
山
、
善
光
寺
参
拝
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自

の
ル
ー
ト
を
開
発
。
車
利
用
や
新
幹
線
利
用

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
に
合
わ
せ
て
、
タ

ク
シ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
と
の
連
携
も
強

化
し
ま
す
。
こ
う
し
た
広
域
観
光
ル
ー
ト
は
、

旅
行
会
社
に
提
案
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ

Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　

②
食
の
魅
力
開
発

　
　

�　
「
信
州
そ
ば
」「
お
や
き
」「
栗
菓
子
」「
地
酒
」

等
、
従
来
か
ら
の
特
徴
を
Ｐ
Ｒ
強
化
す
る
と

と
も
に
、
春
の
山
菜
な
ど
自
然
食
の
店
に
も

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、「
自
然
＝
健
康
＝
長
寿
日
本
一
」

の
長
野
の
魅
力
を
強
調
し
て
い
き
ま
す
。

　

③
季
節
の
魅
力
発
掘

　
　

�　

消
費
者
の
多
趣
味
に
対
応
し
、
高
原
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
野
鳥
観
察
、
善
光
寺
お
朝
事
ほ
か
、

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
楽
し
め
る
多
様
な

観
光
ル
ー
ト
を
提
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

④
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
へ
の
協
力

　
　

�　

本
年
２
月
に
実
施
し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
検

定
」
で
は
６
２
２
名
が
合
格
、
そ
の
う
ち

１
６
０
名
が
登
録
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
研
修

中
で
す
。
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
で
は
長
野
商
工
会
議

所
が
主
催
す
る
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
検
定
実
行

委
員
会
」
に
鈴
木
事
務
局
次
長
を
派
遣
す
る

と
と
も
に
、
部
会
と
し
て
も
積
極
的
に
意
見

具
申
を
行
い
、
よ
り
質
の
高
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

⑤�

Ｊ
Ｒ
長
野
駅
新
幹
線
ホ
ー
ム
で
の「
信
濃
の
国
」

の
放
送

　
　

�　

県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
新
幹

線
発
着
時
に
流
し
、“
お
も
て
な
し
”
と
“
に

ぎ
わ
い
”
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
４
月
に
長
野

市
に
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
加

藤
長
野
市
長
直
轄
の
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
長
野

２
０
１
５
実
行
委
員
会
」、
長
野
商
工
会
議
所
、

Ｊ
Ｃ
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
具
体
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

　

⑥�

来
年
の
善
光
寺
御
開
帳
に
向
け
た
魅
力
あ
る

施
策

　
　

�　

前
回
の
参
拝
者
は
６
７
３
万
人
と
前
回
を

45
万
人
上
回
り
ま
し
た
が
、
日
帰
り
化
、
消

費
単
位
の
減
少
、
滞
在
時
間
の
減
少
な
ど
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、
長

野
に
宿
泊
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
御
開
帳
後
の
再
来
を
う
な
が
し
、
将
来

的
な
長
野
の
資
産
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
具

体
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

⑵
門
前
ま
ち
花
遊
歩
活
動

〈
発
表
／
鈴
木
理
事
兼
事
務
局
次
長
〉

　

�　

第
３
回
と
な
る
今
年
度
は
、
10
月
５
日
（
日
）

に
「
表
参
道
秋
祭
り
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
開

催
を
予
定
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
相
乗
効
果

を
高
め
ま
す
。
参
加
女
性
は
50
名
程
度
と
し
、
次

へ
つ
な
が
る
「
な
が
の
の
魅
力
の
情
報
発
信
源
」

と
位
置
づ
け
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
促
し
ま
す
。

ま
た
、
４
回
目
を
来
年
の
善
光
寺
御
開
帳
の
期

間
中
に
開
催
す
る
方
向
で
企
画
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。

⑶
こ
こ
掘
れ
！
調
査
隊
活
動〈

発
表
／
竜
野
調
査
隊
長
〉

　

�　

本
年
度
は

初
秋
を
メ
ド

に
、「
善
光

寺
七
福
神
め

ぐ
り
」「
善

光
寺
門
前
七

稲
荷
め
ぐ

り
」「
善
光

寺
門
前
七
天

神
め
ぐ
り
」

等
を
実
際
に

め
ぐ
る
街
歩

き
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て

　

１　
“
観
光
母
都
市
な
が
の
”
部
会

〈
部
会
長
／
市
村
次
夫
・
副
部
会
長
／

夏
目 

潔
・
掛
谷 

嘉
則
〉

七福神巡り　第一番「寿老人」が祀られた刈萱山・西光寺
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い
ま
す
。
引
き
続
き
新
た
な
魅
力
を
発
掘
し
、

観
光
振
興
の
一
助
と
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
リ
リ
ー
ス
し
長
野
の
魅
力
の
発
信
、

共
有
化
を
図
り
ま
す
。

⑷
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

　

�〈
発
表
／
松
本
理
事
兼

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
〉

　

�　

本
活
動
の
大
前
提
は
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」

＝
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
私
た
ち
の
住
む
地

域
を
元
気
で
明
る
く
楽
し
い
、
笑
顔
が
絶
え
な

い
幸
せ
あ
ふ
れ
る
地
域
に
す
る
た
め
、
自
ら
の

役
割
、
責
任
、
使
命
を
自
覚
し
て
主
体
的
に
行

動
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
企
画
経
営
者
と
し

て
独
自
の
視
点
を
持
つ
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
と
し
て
は
、

「
人
づ
く
り
」
に
尽
力
す
る
こ
と
を
原
点
に
、
地

域
、
学
校
、
企
業
、
家
庭
等
、
小
単
位
で
「
寺

子
屋
」
を
設
け
る
こ
と
を
第
一
歩
に
、
地
道
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑸
中
心
市
街
地
活
性
化
活
動

〈
発
表
／
清
水
理
事
〉

　

�　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
」（
会
長
：
岩

野
長
野
商
工
会
議
所
副
会
頭
）
が
進
め
る
①
訪

れ
た
く
な
る
街
、
②
住
み
た
く
な
る
街
、
③
歩

き
た
く
な
る
街
、
④
参
加
し
た
く
な
る
街
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
活
動
に
、
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
と
し

て
の
具
体
的
施
策
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

と
に
当
部
会
内
の「
門
前
ま
ち
歩
き
花
遊
歩
」「
こ

こ
掘
れ
！
調
査
隊
」
活
動
と
連
携
し
、
③
を
中

心
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。

⑹
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Business��C
ontinuity�Plan

／

事
業
継
続
プ
ラ
ン
）

〈
発
表
／
掛
谷
理
事
〉

　

�　

私
た
ち
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
大
災
害
時
に

は
地
域
の
住
民
と
連
携
す
る
中
で
、
地
域
の
住

民
の
生
活
を
守
る
こ
と
が
企
業
や
行
政
組
織
の

事
業
停
滞
を
防
ぎ
、
早
期
に
正
常
化
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
地
域

と
し
て
の
安
全
性
は
観
光
客
誘
致
に
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
行
政
、
諸
団
体
と
連
携
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
お
け
る
モ
デ
ル
地
域
設
定
を
行
い
、
災
害
時

の
具
体
的
対
応
に
つ
い
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
〈
発
表
／
岩
野
部
会
長
〉

　
「
わ
い
が
や
サ
ロ
ン
」
は
現
在
Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
活
動

の
核
で
あ
り
、
47
回
実
施
し
、
回
を
重
ね
る
毎
に
中

味
が
充
実
し
、
会
員
に
と
っ
て
有
意
義
な
勉
強
（
視

野
拡
大
）
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
会

員
の
皆
様
と
の
交
流
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
各

分
野
で
広
範
囲
に
活
躍
す
る
方
々
を
お
呼
び
し
、
活

動
の
参
考
に
し
、
ま
た
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
5
月
に
は
初
の
取
り

組
み
で
あ
る
「
拡
大
版
」
を
実
施
、
一
般
聴
講
者
も

募
っ
て
１
０
０
名
規
模
で
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
多

く
の
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
講
師
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

⑴
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
応
援
活
動

〈
発
表
／
鷲
澤
幸
一
部
会
長
〉

　

�　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
の
Ｊ
３
昇
格
を
実
現

し
、“
さ
ら

な
る
高
み

「
Ｊ
２
」
へ
”。

そ
の
夢
に
向

か
っ
て
、
引

き
続
き
取
り

組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
１
基
準
の

サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
は

来
年
2
月
の

完
成
が
決
ま

り
、
来
春
の

Ｊ
２
昇
格
が

確
実
に
視
野

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。「
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
１
試

合
平
均
観
客
動
員
数
3
千
人
以
上
確
保
」
が
最

大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
月
に
長
野

市
営
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
で
は
過
去
最
高
の
８
千
人
強
が
応
援
に
訪
れ

ま
し
た
。
現
在
、
シ
ー
ズ
ン
の
約
半
分
を
経
過
し
、

観
客
動
員
数
は
３
２
４
０
名
と
3
千
人
を
超
え

て
い
ま
す
が
、
7
月
27
日
、
8
月
10
日
、
8
月

31
日
に
は
長
野
市
営
陸
上
競
技
場
で
再
度
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
の
動
員

が
重
要
に
な
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、「
小
中
学
生
」

の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
へ
の
招
待
を
含
め
、
部
会
と

し
て
も
今
後
と
も
全
力
で
支
援
を
強
め
て
い
き

ま
す
。

⑵
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
Ｙ
Ｏ
Ｇ
）
誘
致
活
動

　
〈
発
表
／
霜
田
理
事
〉

　

�　

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
施
設
を
持

つ
優
位
性
な
ら
び
に
「
一
校
一
国
運
動
」
等
、

高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
ソ
フ
ト
面
を
強
み
に
、

長
野
市
へ
の
２
０
２
４
年
「
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
経
済
効
果

　

２　

わ
い
が
や
サ
ロ
ン
活
動
部
会

〈
部
会
長
／
岩
野 

彰 

・
副
部
会
長
／
鈴
木 

隆
治
〉

　

３　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
部
会

〈
部
会
長
／
鷲
澤 

幸
一 

〉

次は J２へ！
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優
先
の
考
え
で
は
な
く
、
将
来
を
背
負
う
青
少

年
の
健
全
な
育
成
、
長
野
ブ
ラ
ン
ド
の
国
内
外

へ
の
発
信
力
強
化
を
目
的
に
推
進
し
ま
す
。
本

年
度
は
県
、
市
、
関
係
市
町
村
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
と
連

携
を
強
め
な
が
ら
具
体
的
行
動
に
移
り
ま
す
。

⑶
地
域
野
球
ク
ラ
ブ
「
信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
」

の
応
援
活
動

　
〈
発
表
／
河
口
専
務
理
事
〉

　

�　
「
信
越
公
式
野
球
ク
ラ
ブ
」は「
電
電
信
越
」「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
信
越
」
と
し
て
「
都
市
対
抗
野
球
大
会
」

に
14
回
出
場
の
名
門
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
平
成
11
年
、
企
業
チ
ー
ム
か
ら
地
域
ク

ラ
ブ
に
変
更
し
ま
し
た
。
市
内
各
企
業
か
ら
も

選
手
を
集
め
、
チ
ー
ム
を
組
成
し
て
い
る
全
国

唯
一
の
「
地
域
野
球
チ
ー
ム
」
と
し
て
、
全
国

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら

Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
に
加
え
、

応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
⑴
基
本
方
針

〈
発
表
／
竹
内
部
会
長
〉

　

�　

産
学
共
同
に
よ
る
新
産
業
創
出
を
研
究
し
、
引

き
続
き
地
域
の
農
業
特
性
を
活
用
し
て
事
業
化

を
推
進
し
ま
す
。
農
協
再
編
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、

農
家
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
据
え
な
が
ら
、
地

域
の
農
業
を
基
幹
産
業
と
と
ら
え
、
活
性
化
に

導
い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
中
期
的

に
は
団
塊
の
世
代
の
余
暇
時
間
の
増
大
等
を
考

慮
し
、
滞
在
型
観
光
の
視
点
か
ら
地
域
資
源
と

し
て
農
業
を
「
体
験
」「
安
全
・
安
心
」「
自
然

豊
か
な
環
境
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
提
案
し
て

い
き
ま
す
。

⑵
採
れ
た
て
野
菜
市
の
継
続
、
拡
大

��
〈
発
表
／
竹
内
部
会
長
〉

　

�　

こ
こ
ま
で
継
続
し
て
き
た
事
業
を
発
展
さ
せ
、

「
野
菜
の
育
成
過
程
」「
露
地
物
故
の
季
節
感
」「
生

産
者
の
顔
」
を
具
体
的
な
も
の
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
の
サ
イ
ト
を
作
る
と
と
も
に
「
採

れ
た
て
野
菜
市
の
会
」
立
ち
上
げ
具
体
化
に
向

け
、
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
常

設
看
板
、
当
日
Ｐ
Ｒ
用
の
白
板
設
置
な
ど
を
行

う
予
定
で
す
。
昨
年
４
月
に
開
始
し
た
県
外
へ

の
宅
配
便
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
野

菜
の
レ
シ
ピ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
消
費
者
と
の
会
合
を
開
催
し
、

よ
り
身
近
な
「
採
れ
た
て
野
菜
市
」
に
す
る
計

画
で
す
。
課
題
で
あ
る
加
工
品
の
販
売
に
つ
い

て
は
「
農
商
ユ
ニ
オ
ン
」
が
具
体
的
実
行
案
の

策
定
に
入
っ
て
い
ま
す
。

⑶
り
ん
ご
の
木
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
継
続

〈
発
表
／
竹
内
部
会
長
〉

　

�　

引
き
続
き
「
り
ん
ご
三
兄
弟
」
拡
大
を
目
指

し
な
が
ら
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
継
続
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
り
ん
ご
の
受
粉
、
摘
花
、
摘

果
等
生
育
・
作
業
過
程
な
ど
も
適
宜
お
伝
え
す

る
中
で
、
長
野
の
自
然
と
大
き
く
関
係
す
る
こ

と
を
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
で
発
信
し
、
原
点
に
立

ち
戻
っ
て
オ
ー
ナ
ー
に
理
解
を
求
め
て
い
く
考

え
で
す
。
収
量
等
の
限
界
や
、
オ
ー
ナ
ー
の
収

穫
日
が
徹
底
さ
れ
な
い
な
ど
、
農
家
で
あ
る
宮

本
さ
ん
の
負
担
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

も
検
討
課
題
と
し
て
あ
り
、
収
穫
祭
の
参
加
は

Ｎ
Ｕ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
会
員
お
よ
び
そ
の
紹
介
者
に
し
ぼ

り
、
他
は
直
売
に
す
る
な
ど
の
方
針
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
周
辺
農
家
へ
の
拡
大
、
飯
綱
町
と

の
連
携
な
ど
を
模
索
中
で
す
。

⑷
自
然
農
法
の
研
究
、
啓
蒙〈

発
表
／
竹
内
部
会
長
〉

　

�　

自
然
農
法
を
実
践
し
て
い
る
部
会
メ
ン
バ
ー

の
協
力
を
得
て
、
引
き
続
き
一
緒
に
勉
強
し
、

過
疎
地
域
、
限
界
集
落
地
域
の
再
生
、
活
性
化

に
生
か
し
、
地
域
お
こ
し
が
で
き
る
よ
う
行
政

へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑸
中
山
間
地
の
活
性
化　

��

〈
発
表
／
竹
内
部
会
長
〉

　

�　

長
野
市
で
の
中
山
間
地
の
活
性
化
に
向
け
て

提
言
を
行
う
と
と
も
に
、
具
体
的
な
施
策
の
提

言
と
実
行
に
向
け
た
中
期
の
計
画
を
作
成
し
て

い
き
ま
す
。

　
〈
発
表
／
河
口
専
務
理
事
〉

　

来
年
度
は
新
幹
線
の
北
陸
延
伸
や
善
光
寺
御
開

帳
を
控
え
、
長
野
に
と
っ
て
「
エ
ポ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
」

に
な
る
こ
と
か
ら
、“
観
光
母
都
市
な
が
の
”
部
会

の
活
動
と
連
携
し
た
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
記

念
講
演
会
等
の
実
施
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
皆
様

全
員
が
合
意
す
る
事
業
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

４　

新
産
業
創
出
部
会

〈
部
会
長
／
竹
内 

伊
吉
・
副
部
会
長
／
掛
谷 

嘉
則
〉

　

５　

20
周
年
記
念
事
業
の
実
施
の
検
討


